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各
事
業
所
の
事
業
主
の
方
は
、

平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に

つ
い
て
の
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
税
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
の

中
途
で
退
職
、
就
職
し
た
方
に
つ

い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
２
）

　

２
月
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）

の
２
日
間
、
税
理
士
事
務
所
に
お

い
て
次
の
方
々
の
う
ち
小
額
な
還

付
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の
作
成

を
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前
に
電

話
連
絡
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

事
前
連
絡
の
受
付
時
間
は
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
で
す
。

一
、
年
金
を
受
け
て
い
ら
れ
る
方

二
、
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

三
、
年
の
中
途
で
退
職
又
は
就
職

さ
れ
た
方

問
合
せ
／
関
東
信
越
税
理
士
会
水

戸
支
部
事
務
局

☎
（
２
２
１
）
８
７
８
６

　

㈳
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん

で
平
成
18
年
度
小
学
校
に
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
に
入
学
祝
品
（
学

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

期
限
は
１
月
31
日
で
す

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告

無
料
相
談

用
品
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
保
護
者
の
方
は
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
福
祉
課
・
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
２
）

締
切
り
／
1
月
31
日(

火)

問
合
せ
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
☎
（
２
２
１
）
７
５
０
５

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
に
、
役
場
の

手
続
き
や
生
活
情
報
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
説
明
会
の
後
、
医
師
に
よ

る
健
康
相
談
や
弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
も
行
い
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
外
国
人
の
方
に

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催
／
茨
城
県
・
大
洗
町

　
　
　

茨
城
県
国
際
交
流
協
会

日
時
／
２
月
11
日
（
土
・
祝
日
）

午
後
１
時
か
ら

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
２
時
30
分
か
ら

　

健
康
相
談
、
法
律
相
談

会
場
／
大
洗
町
中
央
公
民
館

通
訳
言
語

英
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
中
国

語
、
タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語

説
明
事
業

各
種
登
録
、税
金
、福
祉
、教
育
、

健
康
保
険
、医
療
、ゴ
ミ
、防
災
、

そ
の
他

※
ご
参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線

２
１
７
）、
又
は
茨
城
県
国
際
交

流
協
会
☎
（
２
４
１
）
１
６
１
１

　

茨
城
県
教
育
委
員
会
主
催
の
茨

城
県
文
化
財
愛
護
推
進
セ
ミ
ナ
ー

に
合
わ
せ
、
桜
川
市
真
壁
地
区
の

文
化
財
（
文
化
財
を
利
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
講
演
、
真
壁
白
井
座
に

よ
る
人
形
浄
瑠
璃
、町
並
み
観
覧
）

を
見
学
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
方

は
１
月
20
日
ま
で
に
町
生
涯
学
習

課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
９
日
（
木
）

集
合
時
間
／
午
前
10
時

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館
前
駐
車

場行
程
／
10
時
集
合
・
出
発

11
時
30
分
〜
12
時
30
分
（
真
壁
に

て
昼
食
）
12
時
30
分
〜
16
時
（
文

化
財
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
、
人
形
浄
瑠
璃
公
演
、
登
録

文
化
財
・
町
並
み
見
学
）
17
時
30

分
帰
町

参
加
料
／
１
、０
０
０
円
（
保
険

代
、
高
速
代
、
昼
食
代
な
ど
）

定
員
／
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第

〆
切
）

申
込
み
・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

平
成
18
年
度
小
学
校
新
入
学

児
童
に
対
す
る
入
学
祝
品
の
贈
呈

外
国
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
大
洗
町
会
場
）

参
加
者
募
集

O
rientation for
 　

　

Foreigners

〝A
dm
inistrative and 

daily life inform
ation, 

H
ealth and Legal 
Consultations

〞

11th Feb. 13:00

〜

O
arai Culture center

人
形
浄
瑠
璃
公
演
＆
真
壁

町
並
み
見
学
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問
合
せ
／
水
戸
地
法
・
家
庭
裁
判

所
内
水
戸
調
停
協
会

☎
（
２
２
４
）
０
０
１
１

　

人
権
に
関
わ
る
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
18
日(

水)

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
／
町
長
公
室

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

相
談
日
／
２
月
３
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
館
日
／

１
月
16
日
（
月
）・
23
日
（
月
）・

　
　

30
日
（
月
）

２
月
６
日
（
月
）・
13
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間（
一
人
3
冊
）

　

こ
の
度
、地
域
の
歴
史
や
文
化
、

自
然
に
興
味
が
あ
る
方
々
が
、
お

互
い
に
意
見
交
換
し
親
睦
を
深
め

る
場
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
大
洗
町
の
遺
跡
や
史
跡
、
古

文
書
、
民
俗
、
建
造
物
、
樹
木
な

ど
の
動
植
物
に
関
し
て
、
調
査
や

研
究
を
し
た
い
方
、
あ
る
い
は
興

味
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜

会
場
／
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課 

蓼
沼　

　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

大
洗
町
の
歴
史
と
自
然
を
楽

し
む
会（
仮
称
） 参
加
者
募
集

　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン「
永
町
の
縁
台
」

は
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま

す
。
打
ち
合
わ
せ
、
語
ら
い
の
場

所
と
し
て
ご
活
用
下
さ
い
。（
平

日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
利
用
で
き

ま
す
）

　

ま
た
、
毎
月
15
日
の
縁
台
ま
つ

り
や
、
第
２
月
曜
日
に
は
、「
地

域
に
伝
わ
る
民
話
」の
は
な
し
を
、

第
２
土
曜
日
に
は
、
永
町
お
か
み

さ
ん
会
に
よ
る
「
た
ら
し
焼
き
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

使
用
申
込
先
／
高
橋
昭
正

　
　

☎
（
２
６
７
）
３
９
５
４

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

表
彰
／
各
種
目
の
１
〜
６
位
入
賞

者
に
賞
状
と
メ
ダ
ル
授
与
、
お
よ

び
全
員
に
参
加
賞
。

申
込
期
限
／
１
月
20
日
（
金
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

日
時
／
２
月
５
日
（
日
）

【
受　

付
】
８
時
15
分
〜
50
分

【
開
会
式
】
９
時
〜

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
前

種
目
／
♦
小
学
生
（
４
・
５
・
６
年

生
対
象
）
男
女
、
学
年
別
２
㎞
♦

中
学
女
子
３
㎞
♦
中
学
男
子
３
㎞

♦
高
校
女
子
３
㎞
♦
高
校
男
子
５

㎞
♦
一
般
女
子
３
㎞
♦
一
般
男
子

５
㎞
♦
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
）

５
㎞
♦
親
子
の
部
（
子
は
小
３
以

下
）
１
㎞

参
加
資
格
／
健
康
で
走
る
こ
と
が

好
き
な
方
（
参
加
費
無
料
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
福
祉
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
今
年
も
福
祉
ま
つ
り

を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
／
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

（
10
時
30
分
〜
、
13
時
〜
）、　

車

椅
子
体
験
、
昔
遊
び
（
お
手
玉
、

折
り
紙
他
）、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

模
擬
店
な
ど
。

※
入
場
無
料

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

日
時
／
２
月
３
日
（
金
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所
／
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田
（
ひ

た
ち
な
か
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
ひ
た
ち
な
か
市
東
石
川

１
２
７
９
番
地

内
容
／
土
地
や
建
物
の
権
利
争

い
、
金
銭
貸
借
上
の
紛
争
、
家
庭

内
や
親
族
間
の
も
め
事
、
法
律
が

絡
ん
だ
問
題
の
解
決
方
法
な
ど
。

相
談
員
／
水
戸
調
停
協
会
所
属
調

停
委
員
（
弁
護
士
、
不
動
産
鑑
定

士
、
建
築
士
、
司
法
書
士
ほ
か
）

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

特
設
人
権
相
談

無
料
調
停
相
談
会

大
洗
福
祉
ま
つ
り
開
催
の
お
知
ら
せ

第
24
回
大
洗
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
「
永
町
の

縁
台
」
を
ご
利
用
下
さ
い

野外活動センター「ふれあいの里」・
「うぐいすの里」
平成１８年の予約受付開始は２月１日（水）から！
　野外活動センター「ふれあいの里」・「うぐいす
の里」では、キャンプ場をはじめ、広々としたキャビ
ンやバンガローなど宿泊施設が充実しています。
　｢ふれあいの里｣には４００ミリ反射望遠鏡を備
える天文台があり、天体観測が楽しめるほか、テニ
スコートやサイクリングコース、ながーい滑り台、
大きなプールなど、どちらの施設もアウトドアを満
喫できるスペースがいっぱいです。
　週末の各種スクールや「小さな夏祭り」などの
イベントも盛りだくさん！
　また、城里町には温泉・露天風呂・温水プールや
ジャグジーを備えた健康増進施設「ホロルの湯」
もありますので、ご家族やお友達とぜひ遊びに来
てください。
【申込み／問合せ】
ふれあいの里管理事務所　☎０２９-２８８-５５０５
うぐいすの里管理事務所　☎０２９-２８９-４３２1
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曜

日

日

日

火

日

22

5

12

14

一般無料

一般無料

一般無料

有　料

ホ－ル

ホ－ル

ホ－ル

ホ－ル

13:00

13:00

9:00

10:00

催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

1

2

鉾田交響吹奏楽団定期演奏会

第27回磯節全国大会予選会

ふくしまつり（大洗町社会福祉協議会）

自主事業ぬいぐるみ劇（かさじぞう外）

入場方法開催場所開始時間

今 月 の

期
納町・県民税（第4期）

国民健康保険税（第7期）
介護保険料（第7期）

納期は1月31日までです。

町の人口と世帯
（11月末現在）

人 口 19,182人
 男　　09,522人
 女　　09,660人
世帯数　06,858世帯 
転入　55人  転出　40人
出生　08人　 死亡　14人

■申告書　自分で書いて　郵送などで　お早めに！
　平成１７年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の受付は、平成１８年２月１６日（木）（還付申告の方は１月から提
出することができます。）からです。
　なお、確定申告期限は、平成１８年３月１５日（水）までです。

　平成１７年分の贈与税の申告の相談及び申告書の受付は、平成１８年２月１日（水）からです。
　なお、申告期限は、平成１８年３月１５日（水）までです。

　今年の確定申告期間中は、平日（月～金曜日）以外でも、２月１９日・２６日の日曜日に限り、申告の相談・受付を行います。
　なお、この２日間は混雑が予想されますので、あらかじめご承知おき願います。

■申告書の作成は便利なホームページで！
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、所得税の確定申告書、青色申告決算書・収支内訳書や消費税
等の確定申告書が作成できます。このコーナーで作成した申告書などはプリントアウトし、添付書類と併せてそのまま提
出できます。ぜひご利用ください。

国税庁ホームページのアドレス ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ　大洗町ホームページ（関連リンク集）でもご覧になれます

　毎年、期限間近になりますと窓口は大変混雑しますので、申告書はご自分で記載し、お早めに郵送等により水戸税務署
（〒310‐8666 水戸市北見町1‐17）までご提出ください。

■申告会場のご案内

● ● ● ● ● 水戸税務署より確定申告のお知らせ ● ● ● ● ●

お問合せ

受付時間

場　　所

期　　間

●京成百貨店 ●みずほ銀行
常陽銀行
●

中央
郵便局
● 水

戸
駅

●
水戸地裁

●NTT水戸

五軒町
地下
駐車場

水戸
芸術館

税務署

国道50号

南町3丁目
バス停

南町3丁目
バス停

★JR水戸駅北口より
　徒歩20分

大町ビル3階
（住宅供給公社）

車でご来場の方は、「五軒町地下駐車場」がご利用できます。

確定申告会場案内図大町ビル申告会場のご案内
平成１８年２月1日（水）から平成１８年３月１５日（水）まで
※２月１５日（水）までは、所得税の還付申告と贈与税の申告及び個
人事業者の方の消費税・地方消費税のみの受付となります。
※平日（月～金）以外でも２月１９日・２６日の日曜日に限り、申告の相
談・申告書の受付を行います。

大町ビル３階（茨城県住宅供給公社内）　水戸市大町３-４-３６

午前９時～午後４時（１２時から１時までの間は申告相談は行ってお
りませんが、申告書の受付と用紙の配布などは行っております。）

０２９-２３１-４２１１（水戸税務署）

申告会場
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県
芸
術
祭

茨
城
文
化
団
体
連
合
功
労
者
表
彰

表彰

地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め
に

│ 

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施 

│

　

去
る
12
月
5
日(

月)

午
後
1
時
10
分
か
ら
、
茨
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
Ｍ
6
・
2
の
地
震
が
発
生
し
、
大
洗
町
が
「
震
度

5
弱
」、
併
せ
て
茨
城
県
沿
岸
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
を
想
定
し
た
地
震
・
津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
正
確
な
災
害
情
報
を
逸
早
く
町
民
の
皆
様
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
地

震
情
報
や
津
波
警
報
の
伝
達
を
行
う
と
と
も
に
避
難
を
必
要

と
し
た
場
合
の
勧
告
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
又
、
実
際
の
災
害

を
想
定
し
て
、
町
内
に
組
織
化
し
た
19
の
自
主
防
災
会
や
小
・

中
学
校
に
も
情
報
を
伝
え
る
と
と
も
に
消
防
車
両
等
に
よ
る

沿
岸
部
の
避
難
広
報
活
動
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通
じ
て
、
有
事
の
際

の
町
民
の
皆
様
の
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

,
05

　県芸術祭の授賞式が11月23日、県近代
美術館で行われ、茨城文化団体連合功労者
として、勝山一美さん（茨城歌人会編集局
長）が表彰されました。勝山さんは、永年
にわたり短歌の流派・団体を超えた「茨城
歌人会」の運営及び機関紙「茨城歌人」の
編集・発行に尽力されたことが認められた
ことによる受賞です。
　「茨城歌人」編集局長の勝山さんは、減
少傾向にある短歌人口の盛り返しを図るた
め、「子供たちに短
歌に触れてもらうな
ど、すそ野を広げる
試みに力を入れてい
きたい。今後も日本
文化の灯を守ってい
きたい」と話してい
ました。

中学生対象ホームヘルパー
３級課程養成講座

　8月18日から11月26日の14日間、延べ55
時間の研修を終えた第一中学校と南中学校の生徒
35名が修了式を迎えました。
　生徒たちは、42時間の講習・5時間のフォロー
アップ・8時間の実習を受講し、ホームヘルパー
3級の資格を取得しました。

3
級
ヘ
ル
パ
ー
を
終
え
て

山
根
桂
輔

　

僕
は
、
3
級
ヘ
ル
パ
ー
を
受
け
て

思
っ
た
こ
と
は
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕

事
は
、
と
て
も
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
本
当
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
し

て
あ
げ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
っ
た

の
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
が
役
に
た
っ
て
い

る
と
思
う
と
、
と
て
も
気
持
ち
が
よ

く
て
、
将
来
に
こ
う
い
う
事
に
つ
け

た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
次
は
ヘ
ル
パ
ー
2
級
を
と
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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　10月23日から11月23日の約1ヶ月間、
秋を彩る第19回大洗の菊まつりが開催されま
した。
　会場となった大洗磯前神社の境内には、町
内の菊愛好会の皆さんが1年をかけ、丹精込め
て育て上げた盆用や福助、ダルマなど色とり
どりの素晴らしい菊が展示され、訪れた観光
客や参拝客の目を楽しませてくれました。

凛とした美しさ大洗の菊まつり

　12月4日（日）第60回三浜駅伝競走大会が、ひたちな
か市～大洗町のシーサイドコースを舞台に開催され、129
チームが一本のタスキをつなぎました。
　中学男子の部では、大洗一中が沿道からの声援や期待に
応え、とても厳しいレースでしたが、最終7区の小沼良恭
君が区間賞となる激走をみせ、ゴール直前で逆転し見事4
連覇を成し遂げました。
大会結果
中学男子の部　優　勝　大洗一中　　第18位　大洗南中
中学女子の部　第12位　大洗一中　　第14位　大洗南中
一般女子の部　第 5 位　ゆっくらSQ

北風にも負けず三浜駅伝大会　
第一中学校が四連覇

▲タスキをつなぐ南中女子

　11月27日(日)、恒例のあんこ
う祭が、会場をサンビーチ芝生広
場から曲松商店街及び永町商店街
へ移し盛大に開催されました。
　商店街会場を歩行者天国にし、
郷土芸能、舞祭ダンスコンテスト
が会場を盛り上げ温かいあんこう
鍋の配布や各商店街の趣向を凝ら
した暖かいおもてなしで、訪れた
方々たちはホクホクの笑顔を見せ
ていました。

心も体もあったかく
大洗あんこう祭

▲一中男子4連覇達成
後列／米川竜司さん、江橋宏祐さん、平塚拓馬さん、小沼良恭さん
前列／根本祥平さん、遠藤竜士さん、飯塚　涼さん
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茨城大学が公開授業を
大洗で開催

　12月10日・17日・18日の3日間にわたり、茨城大学公開講座
が大洗町で開催されました。 
　この4月に地域連携協定を結んだ、茨城大学人文学部と大洗町が、
相互に協力し合って進める連携事業のひとつとして「海を活かした
まちづくり」をテーマにした大学の授業を、現地で開講するもので
す。 
　大学の授業として参加する茨城大学生と町民の皆さん、そして役
場職員も研修の一環として参加し、海や港湾の利用と地域産業の再
生、そして中心市街地の活性化のための地域課題を学びました。 
　受講生は講義やグループ討議などを通して、終始なごやかな雰囲
気の中、学習していました。

　現在、大洗町では町内13ヵ所の花壇で17団体
の方々が花壇の管理を行っています。
　大好きいばらき県民会議等が主催する「第33回
花と緑の環境美化コンクール地方審査」で磯浜女性
会、愛友会、恵泉保育園、角一高齢者クラブ、新町
6区の2町内会が優秀賞を受賞しました。

第33回花と緑の環境美化コンクール
地方審査優秀賞受賞

涸沼をきれいに！　涸沼水質浄化ポスタ－・標語及び活動功労者の表彰
　11月19日（土）いこいの村涸沼に於いて、第5回ひぬま環境フォ－ラムが開催されました。きれいな涸
沼の環境を保つために、募集された数多くのポスタ－や標語の中から、大洗町の小中学生の作品が高い評
価を受け表彰されました。
　また、活動功労者の表彰では、日頃の涸沼の水質浄化活動が認められ、団体で大洗町の舟渡４区きれい
にする会（代表雨ケ谷義元さん）が受賞されました。併せて、永年にわたり奉仕活動を続けてきた功績が
認められ町から感謝状が贈られました。
◆ポスタ－の入賞作品
【小学生低学年の部（1年～3年）】
優秀賞　　大貫小学校　2年　本田　彩乃さん
　　　　　磯浜小学校　3年　真木　康裕さん
優良賞　　磯浜小学校　3年　米川　拓見さん
【中学生の部（1年～3年）】
優秀賞　　第一中学校　2年　田山　雄貴さん
◆標語の入賞作品
【小学生高学年の部（4年～6年）】
優良賞　　磯浜小学校　5年　福本　陽平さん
　　　　　「よごさないでね　わたしの涸沼。豊かな自然をずーっとね。」
【中学生の部（1年～3年）】
優秀賞　　南中学校　2年　森山　葉月さん　　
　　　　　「あなたのその手で取り戻そう　きれいな涸沼と生態系」
優良賞　　南中学校　1年　長谷川　健太さん
　　　　　「命ある　涸沼の水を守るのは　僕らの務め　みんなの宝」
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『いろいろな
　レッスンに参加して
　　楽しんでします！』

　

趣
味
で
始
め
た
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド

を
き
っ
か
け
に
５
年
前
に
大
洗
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
一
緒
に
住
ん

で
い
た
友
達
に
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
の

こ
と
を
聞
き
、
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
ゆ
っ

く
ら
健
康
館
に
通
い
だ
し
ま
し
た
。

最
初
は
ジ
ム
で
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
デ
ィ

ー
ボ
ー
ド
を
引
退
し
た
頃
、
以
前
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
関
一
郎

さ
ん
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
を
勧
め
ら
れ

て
、
本
格
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
ら

館
は
私
に
と
っ
て
黙
々
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
場
所
と
し
て
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
新
し

い
目
標
が
で
き
た
の
と
同
時
に
通
う

回
数
も
増
え
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ッ
ス

ン
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

当
初
は
ジ
ム
だ
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
し
た
が
、
白
畑
コ
ー
チ
に
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
を
勧
め
ら
れ
て
プ
ー
ル

に
も
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ

デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
し
て
い
た
割
に
は

泳
ぎ
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
初
級
の

レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
泳
ぎ
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で

は
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
と
い
う

45
分
で
1
５
0
0
Ｍ
以
上
泳
ぐ
レ
ッ

ス
ン
に
出
れ
る
よ
う
に
な
り
、
泳
ぐ

こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
レ
ッ
ス
ン
が
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
で
の
成
果
に
繋
が
っ
て
る
と

強
く
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ

長
い
距
離
を
泳
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

ペ
ー
ス
配
分
や
持
久
力
も
身
に
つ
く

か
ら
で
す
。
内
容
は
と
て
も
ハ
ー
ド

で
す
が
、
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
の
で
今
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
。

　

今
後
は
も
っ
と
柔
軟
性
を
つ
け

て
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
役
立
て
た

い
で
す
。

　

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
は
い
ろ
い
ろ
な

レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
、
ど
れ
も
楽
し
く

で
き
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
練
習
ば
か
り
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
レ

ッ
ス
ン
に
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て

下
さ
い
。 斉田洋子さん（通町2区）

和
わ だ

田　萌
も に か

仁香ちゃん・龍
りゅうせい

星くん
（金沢町5区　2歳・1歳）
お父さん　芳和　　お母さん　理恵
「わが家の美女！？と怪獣です。」

高
たかやなぎ

柳　汐
しお り

理ちゃん・美
み き

姫ちゃん
（南清水2区　5歳・10ヶ月）
お父さん　和志　　お母さん　リカ
「私たち仲良し姉妹。
　　　どうぞヨロシク♥」

　11月27日（日）茨城県善行青少年の表彰
式が東海文化センターにおいて開催され、「継
続してごみ拾いを行っている。」や「困ってい
る人を助けた。」などの行いが認められ、大洗
町から13名の児童・生徒が受賞しました。
　受賞者は次のとおりです。上田志保さん、
大貫未良衣さん、小野瀬美生さん、大川麗奈
さん（磯浜小学校）、吉田美香さん（夏海小学
校）、青柳雄紀さん、大塚元瑛さん、宮川佳大
さん、大山淳さん、石井健太さん（第一中学
校）、長谷川健太さん、高柳雄介さん、三村将
也さん（南中学校）

茨城県善行青少年受賞

受賞者代表謝辞を述べる三村将也さん
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う
め
組
の
鏡
も
ち
で
力
も
ち

第
一
保
育
所

す
だ
れ
越
し
の
日
射
し
の
か
げ
り
や
わ
ら
ぎ
て
玻は

璃り

戸ど

の
風
の
秋
深
ま
り
ぬ

　
　

祝
町
三
区　
　

桐
原　

す
み

〔
評
〕「
玻
璃
戸
」
は
ガ
ラ
ス
戸
の
こ
と
。
秋
の
風
情
を
「
す

だ
れ
越
し
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
よ
い
。

裏
山
の
斜
り
に
入
陽
照
り
映
え
て
野の

面づ
ら

穏お
だ

し
き
草
紅

葉
か
も

　
　

前
原
一
区　
　

堀
野　

満
穂

〔
評
〕
秋
の
移
り
変
り
ゆ
く
景
に
、
作
者
の
静
か
な
た
た
ず

ま
い
が
見
え
て
く
る
。
感
じ
が
よ
く
出
て
い
る
。

分
校
に
備
え
置
か
る
る
パ
ソ
コ
ン
の
十
二
基
あ
り
て

灯
に
淡
く
照
る

　
　

祝
町
一
区　
　

佐
藤　
　

毅

〔
評
〕
祝
町
小
学
校
で
あ
ろ
う
か
。
過
疎
化
し
た
地
に
も

し
っ
か
り
と
パ
ソ
コ
ン
は
設
置
さ
れ
て
い
る
。

日
差
し
ゆ
る
ぶ
日
頃
と
な
れ
ば
吊
し
お
く
半
袖
の

シ
ャ
ツ
明
日
は
洗
わ
む　

　

新
町
六
区　
　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
半
袖
は
も
う
着
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
日
差

し
の
弱
ま
っ
た
日
の
一
駒
。

群
が
り
て
騒ざ

わ

め
く
稚ち

魚ぎ
ょ

の
放
つ
光か

げ

水
面
に
映
え
て
未

来
あ
る
川

　
　

永
町
十
六
区　
　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕
い
き
い
き
と
し
た
稚
魚
の
群
は
、
作
者
の
目
に
「
未

来
あ
る
川
」
と
し
て
映
っ
て
い
る
。
素
晴
し
い
こ
と
だ
。

風
立
ち
て
暮
れ
な
づ
み
つ
つ
裏
山
に
蜩
ひ
く
く
と
よ

む
は
か
な
し

　
　

永
町
六
区　
　

鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
秋
め
く
夕
昏
れ
ど
き
の
蜩
の
声
は
う
ら
か
な
し
い
。

か
な
し
は
悲
し
い
、
哀
し
い
、
愛
し
い
の
意
を
も
つ
。

小
春
日
の
刈
田
越
し
ゆ
く
鹿
島
線
藁わ

ら

焼
く
煙
野の

面づ
ら

這

い
つ
つ

　
　

南
清
水　
　

広
木　

チ
イ

〔
評
〕「
小
春
日
」
と
は
、
暖
か
い
春
に
似
た
日
の
異
称
。

秋
の
情
景
と
鹿
島
線
は
私
達
に
馴な

じ
み染

が
深
い
。

夕
近
く
遺
影
の
夫つ

ま

に
向
ひ
ゐ
て
想
出
つ
の
る
歳
月
の

日
々

　
　

永
町
四
区　
　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
故
人
の
肖
像
は
、
と
み
に
身
近
か
な
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
夫
と
妻
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
な
お
更
で
あ
る
。

朝
練
の
子
等
声
高
く
「
お
は
よ
う
」
と
声
交
し
合
う

笑
顔
を
も
ち
て

　
　

永
町
六
区　
　

笹
目　

孝
子

〔
評
〕
一
日
の
始
ま
り
は
先
ず
挨
拶
か
ら
だ
。
元
気
の
よ
い

子
供
達
の
声
と
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
て
。

人
の
住
ま
ぬ
家
の
雑あ

ら
く
さ草

繁
り
い
て
庭
に
赤
あ
か
柿
実

り
お
り

　
　

新
町
三
区　
　

高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
根
強
い
雑
草
は
、
荒
地
に
忽
ち
繁
殖
す
る
。
と
り
残

さ
れ
た
柿
い
く
つ
か
の
景
で
あ
る
。

海
の
辺
に
ほ
つ
ほ
つ
と
二
つ
返
り
咲
く
紅あ

か

き
芝
桜　

霜
月
の
朝

　
　

寺
釜
九
区　
　

三
村　

住
江

〔
評
〕「
霜
月
」
は
陰
暦
十
一
月
。
寒
さ
の
中
に
も
返
り
咲

き
を
見
せ
て
い
る
芝
桜
の
花
は
愛
し
い
。

川
俣
の
地
を
訪
い
く
れ
ば
湖
底
に
沈
み
し
村
の
石
碑

が
あ
り
ぬ

　
　

永
町
七
区　
　

秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
故
郷
古
里
は
誰
に
と
っ
て
の
お
も
ひ
も
深
い
。
永
遠

に
姿
失
せ
て
了
っ
た
時
は
更
に
痛
恨
事
。

七
五
三
の
晴
着
姿
に
装
い
て
孫
は
掌
合
し
祈
る
み
社

や
し
ろ

　
　

新
町
十
区　
　

打
田　

照
子

〔
評
〕
と
に
か
く
無
条
件
で
嬉
し
い
孫
の
姿
。
宮
に
詣
で
る

晴
着
姿
が
よ
く
見
え
て
く
る
。

も
ろ
も
ろ
の
賜
わ
り
し
恩
胸
深
く
抱
き
て
老
路
歩
み

て
ゆ
か
め

　
　

永
町
二
区　
　

田
山　

り
ゑ

秋
晴
れ
の
朽
ち
し
葉
か
げ
に
小
鳥
い
て
柿
の
実
し
き

り
啄
つ
い
ば

み
て
お
り

　
　

蔵
前
三
区　
　

鴨
川　
　

靖

趣
味
を
も
つ
わ
が
生
き
甲
斐
と
先
人
の
短う

た歌
く
り
返

し
今
宵
も
詠
み
ぬ

　
　

寺
釜
八
区　
　

小
野
瀬
保
子

バ
ス
停
に
定
時
を
過
ぎ
て
待
ち
お
れ
ば
前
を
す
い
す

い
乗
用
車
行
く

　
　

祝
町
五
区　
　

石
澤　

き
み

目
薬
を
差
し
た
る
液
の
流
る
る
を
戻
さ
ん
と
し
て
顔

横
に
振
る

　
　

桜
道　
　

猿
田
彦
太
郎
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http://www.aquaworld-oarai.com

〔入館料〕

1,800円

900円

300円

1,400円

700円

250円

600円

200円

大　　人

小中学生

幼　　児

種　別 個　人 団　体 学校特割
・料金は消費税が含まれています。
・団体は20人以上です。
・幼児は3歳以上です。
・学校特割とは、保育所、幼稚園、
小・中学校の学校行事として利用
する場合です。

TEL 029-267-5151

ふれあいクリスマス会ふれあいクリスマス会ふれあいクリスマス会

　日本では伊豆半島以南に分布し、沿岸の岩場やサンゴ礁に棲息しています。性
格は大人しく、1m程にしか成長しない卵を産むサメの仲間です。
　名前の「イヌ」の由来
は、顔つきが犬に似てい
るからや水底をはって歩
くかのように泳ぐことが
考えられます。
　当館ではイヌザメの繁
殖に成功し、日本動物園
水族館協会から繁殖賞を
受賞しています。

〔営業時間〕9:00～17:00　※最終入館 16:00

イヌザメ（テンジクザメ科）
Chiloscyllium punctatum

　12月13日㈫、ゆっくら健康館で、更
生保護女性会主催によるふれあいクリ
スマス会が開催されました。
　ふれあい広場に参加ししている親子
と祝町幼稚園の子ども達が参加し、町
長ふんするサンタクロースからのプレ
ゼントに子どもたちはとても喜んでい
ました。


